
（岩手県）親と子の血液センター見学会

【１目的】

少子高齢社会において、輸血を必要とする高齢層が増加する一方で、献血をする若年層が減
少し、輸血用血液の不足が深刻化することが危惧されている。

将来にわたり輸血用血液を安定的に確保するため、献血可能年齢に達する前から、血液につ
いての知識や献血の重要性について理解を深めてもらい、将来の献血基盤を確保する。
【２内容】

血液センター職員による献血の話の後、日本赤十字社制作のＤＶＤ鑑賞、供給課、献血バス、
血液運搬車などを見学する。
【３実施日・場所】
７月２７日～８月３日、午前と午後の２回開催、
血液センターで４日間、奥州供給出張所で２日間の合計６日間
【４対象者】
小学生（主に４～６年生）及び保護者

【５実施手順】
盛岡市近郊の市町村及び奥州市に後援をお願いし、各小学校に開催案内とチラシを配布する。
また、ラジオの契約番組でのＰＲと、プレスリリースの発行、岩手県赤十字血液センターホーム
ページに掲載し、参加者を募集する。
【６予算額】
各小学校への開催案内とチラシの郵送費・約２万８千円
けんけつちゃんを活用した記念品・約８万円
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【７実績】

小学生：１４０名、保護者：９１名、合計２３１名
【８効果（評価）】
①小学生：「自分も献血で誰かの役に立ちたいと思った」などの感想が寄せられ、献血の大切さ
の理解に一定の効果があったものと思われる。
②保護者：献血の重要性を再認識し、家族で一緒に献血ルームに行き、保護者に献血をして
いただいた等、献血者確保にも効果があったものと思われる。

【９今後の課題】
・血液センター職員による小学生向けの講義内容を検討する。
・テキストは小学生が書き込みできるような物を作成する。
・観賞用DVDは作成日が古くても小学生を対象とする。（アンパンマンのエキス等）
・安価で、小学生に好評の「けんけつちゃんグッズ」の選択または作成。
・母親の貧血あるいは子供の肥満などの健康志向についてのガイダンス実施を検討する。
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